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ドキュメンタリー映画『動いている庭』
日本・フランス｜HD｜85分｜2016年｜日本語・フランス語字幕

　フランスの庭師ジル・クレマン (1943-)２２の活動を記録した映画『動
いている庭２３』（写真 22-23）の製作について述べる。自然に寄り添い、か
たちづくられ、変化し続けるクレマンの庭は、従来の自然と文化を截然
と切り離す二分法に基づく思考の再構成を促すものである。この映画
は、カメラを片手に被写体に寄り添うように撮られた、いわば「暮らしの
目線」からの記録であり、暮らしに垣間みられる資源・生態環境への慎
み深い思慮や態度、自然との共生と自己表現の両立可能性、それらを伝
えることをねらいとした作品である。
　この映画の製作の動機は偶発的なもので、事のはじまりは総合地球環
境学研究所 ( 以下、地球研 )２４からのクレマンの日本での活動記録映像
の製作依頼であった。クレマンは、地球研が主催した連続講演会のため
に 2015 年に初めて日本を訪れた。連続講演会の内容は、それぞれ「Ⅰ. 都
市のビオロジー」・「Ⅱ. 地球という庭」・「Ⅲ. 庭のかたちが生まれると
き」と題された２５。このとき製作された記録映像『ジル・クレマン連続講
演会２６』では、この 3 つの連続講演会の様子や日本各地をクレマンが庭
師や庭園研究者たちと視察する様子が紹介された。この記録映像の製作
をきっかけにして、僕はただ一人でフランスにあるクレマンの自宅の庭
を訪れ、そこで撮影した映像を中心に編まれたのが、映画『動いている
庭』である。この映画を概観するために、映画のイントロダクションを以
下に引用しておく。

　この惑星は、庭とみなすことができる― パリで行われた展覧会
「惑星という庭」で 30 万人を魅了したフランスの庭師ジル・クレ
マン。彼は、パリのアンドレ・シトロエン公園の庭やケ・ブラン
リー美術館の庭をつくったことで知られ、同時に、その背景にあ

る思想が注目を浴びてきた。　
　クレマンは、地球研が主催した連続講演会のために、2015 年の
冬に初めて日本を訪れた。計３回開催された講演会は、それぞれ
彼の中心的な概念である「動いている庭」「惑星という庭」「第三風
景」をめぐるものである。
　たとえば、「動いている庭」。そこでは、草や木が自然の遷移の作
用として移動し、その移動のダイナミズムの中で庭が構成されて
いく。それは自然なのか、文化なのか？ 自然に寄り添い、かたちづ
くられ、変化し続ける庭は、従来の自然と文化を截然と切り離す
二分法に基づく思考の再構成を促すものである。
　日本各地を視察するクレマンの中心となる案内人は、彼の著作

『動いている庭』を翻訳した庭師の山内朋樹と日本庭園を研究す
るエマニュエル・マレスである。このふたりと共に、クレマンは
日本の庭を訪れ、日本の庭師と交流を深める。果たして、彼は日本
の自然や文化に何を見出すことになるだろうか。
　「動いている庭」、クレマンの自宅の庭には、その原型がある。ク
ルーズ川に面した広大な庭の中を歩きながら、彼は「谷の庭」や

「野原」と名付けられた場所を案内する。多様性に富んだ庭もさる
ことながら、自ら建てた家に太陽光発電を設置し無駄に電気を使

用しないことや、自宅の畑で採れた野菜で食事をすることなど、
彼の生き方から私たちが学ぶことは多いだろう。すべては、この
場所から始まったのである。
　できるだけあわせて、なるべく逆らわない― これは、クレマン
の庭師としての基本的な態度である。この言葉にそってつくられ
た本作は、日本各地を訪問するクレマンと、彼の自宅の庭をロン
グショットで記録した民族誌的な映像である。クレマンの行為を
長回しで撮影する中で、撮影者がカメラになり、そしてそれを通
して撮影者は被写体と呼吸リズムを同調させる、呼応するように
クレマンも何か新しい輝きを持った存在になるだろう。

　この映画で僕は、クレマンの庭師としての基本的な態度をそのまま踏
襲するようなかたちで、「できるだけあわせて、なるべく逆らわない」よ
うに、クレマンの仕草や語りを丁寧に映像で記録しようと試みた。この
映画は、クレマンの活動を概観するものではなく、また取り立てて物語
が見いだせるものでもなかった。
　このような映画として制作した理由は、最初期の僕の作品制作での問
いと関係していた。2008 年の作品《日常としての表象》で試みたように、

「作家の主体性」を剥き出しの状態で提示するためにアガンベンの「動物
化」をその作品制作の理論的な下敷きにして、「作家」という生き物の生
活サイクルを見せようとしていた僕にとって、クレマンの「できるだけ
あわせて、なるべく逆らわない」という積極的に主体的であるわけでも
なく、かつ全く関わりがないわけでもない、その「あいだ」にある姿勢は、
別のやり方で「作家の主体性」を消極的だがとてもポジティブなかたち
で宙吊りにしているように思われたからである。作者の意図によって構
成され、作品の見方が限定されるような手法ではなく、できるだけジル・

写真２３：映画『動いている庭』より

写真２４：映画『動いている庭』より、自邸の庭で話すジル・クレマン

-----
２２ ジル・クレマンは庭師、修景家、小説家など、数多くの肩書きを持つ。植物にとどまらず生物

についての造詣も深く、カメルーン北部で蛾の新種を発見している。庭に植物の動きをとり
入れ、その変化と多様性を重視する手法はきわめて特異なもの。代表的な庭、公園に、アンド
レ・シトロエン公園（パリ、1986-98 年）、アンリ・マティス公園（リール、1990-95 年）、レイヨ
ルの園（レイヨル＝カナデル＝シュル＝メール、1989-1994 年）、ケ・ブランリ美術館の庭（パ
リ、2005 年）などがある。おもな著作として、庭園論に『動いている庭』（1991 年）、『惑星という
庭』（1999 年）、『第三風景宣言』（2004 年）。小説に『トマと旅人』（1997 年）ほか。

２３ 映画『動いている庭』（監督：澤崎賢一）は、「第 8 回恵比寿映像祭」( 恵比寿ガーデンシネマ , 
2016年)にてプレミア上映され、その後も立誠シネマ(京都, 2017年)や第七藝術劇場(大阪、
2017 年 ) や神戸アートビレッジセンター ( 神戸 , 2018 年 )、池袋シネマ・ロサ ( 東京 , 2018 年 )
など国内外で劇場公開された。公式ウェブサイト：http://garden-in-movement.com/

２４ 総合地球環境学研究所は、大学共同利用機関の研究機関として 2001 年に創設された。地球研
では、地球環境問題を「人間 (Humanity)」と「自然系 (Nature)」の相互作用の問題としてとら
えている。地域的な特性や歴史的な経緯などを考慮しつつ、この相互作用のあり方を解明し
ようとしている。また、さまざまな形で現れてくる地球環境問題を総合的に研究し、未来可能
性のある社会の構築をめざしている。https://www.chikyu.ac.jp/about/, 2021 年 1 月 4 日アク
セス

２５ 連続講演会の概要を地球研のウェブサイトで見ることができる。
http://www.chikyu.ac.jp/publicity/events/etc/2015/0221_23_27.html

２６ 記録映像『ジル・クレマン連続講演会』( フル HD, 26 分 , 2015 年 )。総合地球環境学研究所製
作。撮影／編集は澤崎が担当した。本作は、総合地球環境学研究所の YouTube で見ることが
できる。https://youtu.be/37uL6zQwrL4

クレマンという主題の細部にまなざしを向けたかった。
　もう１つ現実的な問題としては、庭園研究が専門ではなく、また植物
の生態にも明るくない僕は、最初クレマンの視線の先に何があるのかが
分からなかった。だからこそ、僕はクレマンに寄り添い、撮影しながら彼
が見ている世界を少しずつ学んでいく必要があった。このとき、「できる
だけあわせて、なるべく逆らわない」という姿勢と共に映像メディアを
活用することが、自分自身が身につけてきたものとは領域の異なる世界
についての学びの機会を開いてくれるように感じられた。

写真２７：映画『動いている庭』のポスター

写真２５：映画『動いている庭』より

写真２６：映画『動いている庭』より
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